


幼児用パネル

簡易制服

今年で5回目となるこの企画展では、6台のはたらく自動車を展示し、
はたらく自動車は、どんな役割をもち、どのような活やくをしているのか、
はたらく人は、どんな仕事をして、どんな思いではたらいているのかを紹介しました。
会場内では、ワークブックを使いながら、パネルを見、質問に答えたり、
スタンプラリーをしたり、簡易制服を着たりし、
体験しながら理解を深める子どもたちの姿が多く見られました。
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スタンプラリー▶



　この夏の恒例企画展は、多くの団体・企業の方々の協力があって実現することができま
した。お忙しい中、取材やインタビューなどに快く対応してくださった皆さんに心からお礼
を申し上げます。今年は車両実演は実施しませんでしたが、子どもたちに楽しんでもらえる
よう、ワークブック、展示方法に知恵を絞りました。この展示を見て、みなさんが、はたらく自
動車、はたらく人への興味を深めて、身近な車やはたらく人への理解につなげていただけ
れば、うれしく思います。
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　 今から75年前の1936年、トヨダAA型乗用車は世界的に見て

も時代をリードしているクルマの１台でした。それはAA型が手

本としたクライスラー社のエアフロー*1がセダンのデザインを刷

新したクルマだったからです。エアフローが採用した、乗り心地

（ 後席）と走行性能を画期的に向上させるシャシーの基本設計

はその後のFR*2セダンの標準となりました。

　 その内容は、それまで後車軸真上にあった後席をそこより前

に位置させるために、エンジン搭載位置を前車軸上まで前進さ

せたこと。これに伴い、ボディのシルエット が変わり、それまで奥

まった位置にあったフロントグリルが前に出て、垂直だったボディ

後部はなだらかなスロープになりました。

　 豊田喜一郎がAA型の開発を始めたとき、日本はフォードとシ

ボレーに席捲されていました。喜一郎は、AA型の外観をフォー

ドやシボレーのように毎年変更することはできないため、時代を

先取りしたデザインを採用したいと思っていました。そこへ登場

したエアフローがまさにそういったクルマだったのです。さっそく

１台購入し研究したところ、スタイルだけでなくシャシーレイアウト

を含めボディ構造の面でも進歩的で合理的な設計を採用して

いることがわかり、AA型の設計に採り入れることにしました。

　 AA型は3,350円で発売されました。これはフォードの3,700
円、シボレーの3,810円に対抗して政策的につけられたものでし

た。AA型のカタログを見ると一番の特徴は「 燃費」。当時の雑

誌によると、実燃費10.0～12.7km/lで、ユーザーに好評だった

そうです。２ 、３番目の特徴はそれぞれ「 快適な乗り心地」、「 堅

牢なボディ」で、これらはともにエアフローを手本にして得られた

ものでした。





はじめに
　“クラシックカー”の定義や分類は国や
団体により様々です。イギリスの場合、
1940年以前のクルマが生産時期によって
4つに分けられており、1919～1930年生
産車は“ヴィンテージカー”とされています。
それは、スポーツカーの質が変化した193１
年以降生産車と区別するために設けられ
たカテゴリーです。今回紹介するベント
レー4 1/2リットルはヴィンテージカーを
代表する１台です。

ベントレー誕生
　小さい頃から蒸気機関車に憧れていた
ウォルター・オーエン・ベントレー（以下
W.O.）は、学校を卒業すると鉄道会社に

就職します。しかし、じきにオートバイと
自動車に興味を持ち始め、オートバイ
レースに熱中するようになり、スピードに
魅せられていきます。1912年、兄のH.M.
ベントレーとともに、倒産寸前だったフラ
ンス車DFP(ドリオ・フランドラン・パラン) 
の輸入代理店を買収しました。販売を
成功させるにはレースが最も効果的とい
う考えから、W.O.はDFP車のエンジンに
画期的改良を施して（アルミ合金製ピスト
ンの実用化）レースで活躍しました。
　W.O.は自身の名を冠するクルマをつく
るという夢の実現に向けて、第一次世界
大戦中飛行機エンジン開発でパートナー
だったF.T.バーゲスとともにその構想に
着手します。W.O.が目指したのは、ヨー

ロッパ大陸を高速で走行できるクルマで
した。ベントレーがブガッティやアルファ
ロメオのようにスリムで軽快なスタイルで
ないのはそのためです。
　第一次世界大戦終了後、W.O.は1919年
1月に「ベントレー・モーターズ」を創立。
同年秋には4気筒SOHC4バルブ3リット
ルエンジンを完成させ、それを搭載したベ
ントレー１号車をオリンピア（ロンドン）
モーターショーに展示しました。それは
注目を集め、少なからぬオーダーもありま
したが、W.O.は納得のいくものができる
までは販売しないという方針で、以後2年間
レース参戦を主とするテストと改良を
続け、それにより知名度も上げていきました。
そして1921年になってやっと発売されました。
　
ベントレー4 1/2リットル
　ベントレー3リットルはそのオーナーと
なった紳士たちが数々のレースで活躍し
たことにより人気が高まっていきます。
そして、1923年の第1回ルマン24時間レー
スにベントレー3リットルで参戦したジョ
ン・ダフは堂々4位に入賞しました。ダフは
翌年の同レースで見事優勝を果たします。
この快挙によりベントレーの人気はさら
に高まりました。その後、1927年から1930年
まで4年連続優勝という快挙を成し遂げ、
このルマン5勝がベントレーの名声を不動
のものにしました。当時ベントレーを駆っ質実剛健なダッシュボード。ペダル配置は左からクラッチ、ブレーキ、アクセル。ギアボックスは前進４速。ダッシュボード

中央の大きなメーターはタコメーター。
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てレースで活躍した男たちは尊敬の念を
持って“ベントレーボーイズ”と呼ばれました。
　3リットルモデルが好評を博している最
中、W.O.はさらに高性能で高級なモデル
の必要性を感じて6気筒4.5リットルモデ
ルの開発にとりかかります。そのプロトタ
イプの走行テスト中に、ライバルとなる
ロールスロイスの新型のプロトタイプ
（ファンタムＩ）に遭遇し、4.5リットルの
排気量では不足とわかり、6.5リットルに
拡大することにします。
　スポーツモデルの方も性能を上げるた
め、3リットルに代わるモデルとして4.5
リッター（4 1/2リットル）を開発しまし
た。これは6気筒6.5リットルを4気筒にし
たもので、その性能は標準モデルが110
馬力で最高速145km以上、ルマン仕様は
160kmに達しました。ホイールベースは
3300mmまたは2980mmが選べました。
4 1/2リットルモデルの標準車体は、車体
架装メーカーのヴァンデンプラ社による4
人乗りのオープンツアラー（2列シートの
幌タイプ）でした。4 1/2リットルモデルは
1927年から1931年まで665台が生産さ
れ、ルマン24時間レースでは、1928年
に優勝、1930年に2～4位入賞という戦績
を残しました。1928年の優勝者ヘン
リー・バーキン卿は、さらに出力を上げる
ためにスーパーチャージャーを装着し、
240馬力を発揮させました。スーパーチャー
ジャー付きは“ブロワーベントレー”として
有名になりましたが、ルマンではラップ
レコード（周回所要時間の記録）を更新し
ただけで、1929年と翌年のルマン24時間
レースを制したのはスピードシックス
と呼ばれる6 1/2リットルモデルのレー
ス仕様車でした。
　トヨタ博物館のベントレー4 1/2リット
ルは1930年12月に製造されたモデルで、
1972年にルマン出場車仕様に改造され
たものです。ホイールベース3300mmか
ら2980mmに短縮されています。なお当
時生産された4 1/2リットルのショート
ホイールベースモデルは8台でした。

白洲次郎のベントレー
　白洲次郎は第二次大戦後の復興初期
に吉田茂の側近として活躍したことでも
知られていますが、彼は英国留学中の
1924年5月、前述のベントレーボーイズの
ひとり、ジョン・ダフのディーラーでベント
レー3リットルを購入し、学友とヨーロッ

パ大陸を旅行しました。このベントレーは
後に4.5リットルエンジンに載せ替えら
れ、現在はワクイミュージアム（埼玉県加

須市）の所蔵となっています。

おわりに
　ベントレーが誕生して今年で92年にな
ります。そのうち独立していたのは最初
の12年間だけで、その後、ロールスロイス
社に吸収され、その姉妹車となった時代が

67年間も続きました。1998年からフォル
クスワーゲングループの一員となり現在
に至っています。
　ベントレーのブランドイメージを確固た
るものにしたのは独立時代の12年間にお
けるモータースポーツでの活躍です。さら
に限定するなら1924年から1930年にか
けてのルマン24時間レースでの5回の優
勝で、この偉業は不滅のものとなり、現在
もベントレーを誇り高いブランドとして輝
かせ続けているのです。

ラジエーターシェル上部の“Winged B”（羽根付
きB）バッジ。自動車画家として有名なゴードン・
クロスビーがとがったラジエーターとともにこの
バッジもデザインした。

運転席側のユニオンジャックは裏模様で描かれ
ている。これはおそらく、クルマが走るときに旗が
なびく様を想定して、すなわちクルマの進行方向
（写真では右側）にさおが位置するように描かれ
たものと推測される。

ウィンドスクリーンはガラスの代わりに網が張られ
ている。当時のレース規則で、ある周回数を、幌を
セットした状態で走ることが義務付けられていたた
め、こうした工夫がなされていたものと思われる。

ボディ後部に積んだガソリンタンクのキャップ
は、給油作業を極力短時間でできるようにワン
タッチで開閉できるタイプを使用。ラジエーター
キャップ、オイルタンクキャップも同様。

エンジンカバーより後ろのつや消しグリーンの
ボディは、木骨の上にビニールレザーを張った軽量
なファブリックボディで、当時ポピュラーな仕様
だった。

4気筒 SOHC ４バルブ 4398cc 110馬力

前走車がはねる小石による損傷を防ぐために、
ラジエーターとヘッドランプには金網製のストーン
ガードが付けられている。ラジエーターのストーン
ガードはラジエーターグリルに変わっていく。



○全長×全幅×全高：4374×1728×1779ｍｍ
○軸距離：2980ｍｍ  ○エンジン：水冷直列4気筒OHC 4398c㎥  ○110hp/｛８1ｋＷ｝/3500ｍｉｎ-1



今年2011年は、大正時代が始まって100年目の記念すべき年です。

トヨタ博物館では、これを記念して、大正時代につくられた国産車や

輸入された外国車など貴重な現存車を集めて、

企画展「 大正100年記念 大正 自動車(くるま)ものがたり 」を開催します。

大正時代は、ひとくちで言えば、

自動車が人々の生活に役に立つように使われはじめた

初期の「 実用化」期であり、

同時に国産自動車工業がスタートした時代でもありました。

展示では、日本大正村はじめ

多数の博物館および関係の皆様のご協力を得て

大正時代の生活文化とともに、

自動車発達の過程を車両や実物資料でご紹介します。

どうぞご期待ください。



日産自動車の小型乗用車ダットサン（1 1 0系）の３代目です。ダットサン
は発売以来、小型の実用的セダンとして好評を博し、タクシーを中心に
販売台数も急速に伸びていました。３代目は初代の1 1 0型とエンジン
や基本的な構造は変わりませんが、新たにリモコン式変速レバーの採
用で広くなった前席や、スペアタイヤ、ジャッキ等の収納方法が改良さ
れたリヤ、トランク内を訴求するため、展示車は左側面を大きくカットして、
室内やエンジンルーム、トランクルームが直に見えるものになっています。

年開催の第４回全日本自動車ショウ（東京・日比谷公園広場）の会場です。会期中約53万人の観客を集めました。
展示車の多くは地面に直置きでしたが、主力車種については一段高く展示台を設け、モデル嬢を添える方法も増えてきました。さら
にメーカー各社は、自社商品の特長をＰＲするために展示の工夫をし始めました。今回はその例を五十嵐平達写真コレクションの

中から紹介したいと思います。　

ダットサンの好調な販売に対抗して、トヨタも販売店側から商品性の高
い小型乗用車を望む声が強くなり、急ぎ1 9 5 7年に発売を開始した新
型コロナです。9 9 5 ccのエンジンを搭載し、フロント・サスペンションはク
ラウンと同様のコイルスプリングを使った独立懸架を採用。また車体構
造はダットサンが梯子型フレームなのに対してコロナはフレームをボディ
内に直に組み込んだ「ビルトイン・フレーム」を採用し、軽くてしかも室内
スペースが大きくとれる方式にするなど、より乗用車指向の仕様でした。
ショウでのコロナは前部が高く持ち上げられ、足回りやボディ下が見や
すいように展示されました。

富士精密工業（後のプリンス自動車、日産自動車と合併）は写真のようにシャ
シーとボディを切り離してボディのみを高く持ち上げる展示方法としました。この
モデルの最大の特長は、新開発のトレー式フレーム（床板を直付けしたバック
ボーン型フレーム）と、ド・ディオン式リヤ・アクスルの採用です。特に後者はデフ
をフレームに固定し、鋼管で連結した左右の後輪へはユニバーサルジョイントを
介して回転力を伝え、スプリングはリーフ式を採用した独特の新機構です。この
展示方法はこれらの特長の全てをわかりやすく示す最適なものだったといえる
でしょう。



　展示場では見にくいクラシックカーの運転席廻りの操作

装置や計器類についてご紹介します。今回は、いすゞ自動車

の1966年ベレット1600ＧＴです。1963年に発売された、

いすゞ “ベレット”の車名の由来は、“小さなベレル”を意味

する造語で、当時モータースポーツで活躍しました。これは、

軽い車体と4輪独立懸架による路面への追従性の良さや、

ラック アンド ピニオン ステアリングによるシャープなハン

ドリングによる高い運動性能によるものでした。

　この血筋を受け継いで、1964年4月、ベレット1500

セダンをベースに本格的なスポーツクーペとして国内で初めて

｢ＧＴ｣（グランド ツーリスモ）が冠せられたベレット1600ＧＴ

が発売されました。

　1966年アルミ製のシリンダーヘッドやＳＵツインキャブ

レターを搭載した新しいエンジンが搭載され、その後この

スポーツモデルは1969年の「和製アルファ」の呼び声高い

ベレット1600ＧＴ－Ｒへと引き継がれることになります。

SPEC

◎ エンジン型式：水冷直列４気筒ＯＨＶ 
   ＳＵツインキャブレター
◎ 総排気量：1584ｃｃ　　
◎ 出力：88／66／5400（馬力／ｋｗ／ｒｐｍ）
◎ 変速機：前進4速 Ｍ／Ｔ フロア
◎ 駆動方式：フロントエンジン・リヤドライブ方式
◎ サスペンション：前輪独立（ダブルウィッシュボーン／コイル）

　 後輪独立（セミトレーリングアーム／コイル／横置きリーフ） 

◎ ブレーキ： 前輪：ディスク、後輪：ドラム
◎ ステアリング：ラック アンド ピニオン

早戸 眞琴

75

インパネ

エンジンルームペダル（フロア）

パーキングブレーキレバー

シフトレバー

クラッチペダル アクセルペダル

ブレーキペダル ラジエータ

速度計 ハンドル

ターンシグナルレバー

チョークノブイグニッションキー

回転計ラジオ

ディマスイッチ

SUキャブレター

ディストリビュータ フューエルポンプ

ホーンボタンフォグランプスイッチ

ヒータースイッチ

電流計

燃料計

時計

油圧計

ライトスイッチ

水温計

ワイパースイッチ

ウオッシャースイッチ



いわゆる“カレラカップ”デザインのアロイ・ホイールとエアロ・デザインの
ドアミラーは他の92年型ポルシェ各モデル同様

左右のリア・コンビランプをつなぐ新採用の赤いリフレクター・バーがボデー
のワイド感を強調している。写真は対米仕様

　

ポルシェ
　ポルシェ社は、彼の有名なドイツの国民車「フォルクスワーゲン」を設計した天才技
術者、フェルディナント・ポルシェ博士によって1931年（ポルシェジャパン公式サイトに
よる。1930年説もあり）に設立された設計事務所がその起源です。
　最初にポルシェの名を冠した生産型モデルは、現在の911シリーズの始祖にあたり、
1948年に誕生した356でした。

　

928
　1977年3月、924に続く新世代ポルシェのフラッグシップ、最上級グランツーリス
モとして登場したのが928です。
　大柄な体格ながら、アルミとプラスチックを多用し高度な安全技術を取り入れた
ボデー構造や、「トランスアクスル」採用による前後50：50の理想的な重量配分、パ
ワーオフと制動時のトー角をイン方向に変化させる後輪独立懸架ライブアクスル、
「ヴァイザッハアクスル」（Weissach Axle）により、第一級のスポーツ性能も併せ
持つことが特長でした。駆動方式は、911とは対照的に水冷の新開発Ｖ型8気筒エ
ンジンをフロントミッドシップに近い位置に搭載したＦＲです。
　個人的には、当時愛用していた昭文社の道路地図、マップル全日本版の裏表紙に
GOODYEARのタイヤ（NCT）の宣伝広告として、「ポルシェがうなずいた。」の
キャッチコピーと共に928が登場していたのが印象的です。

　

928GTS
　その最終型で、デビューから15年目の1992年型モデルとして発売されたのが928
ＧＴＳでした。
　前モデル928S4と比べてリアのトレッドを70mm拡大したのに伴い、ボデーは
フェンダー部分で大きく拡幅、4.5リットルからスタートしたエンジンも5.4リットル
まで排気量アップされ、350psのピークパワー、最大トルクに至っては51.0ｋgmと
いう圧倒的なスペックを発揮、275km/hの最高速度を誇りました。タイヤサイズも
拡大、ホイールは16インチから17インチに変更されています。
　特筆すべきは、日本仕様でも4速ＡＴに加えて5速ＭＴも設定されたことです。AT
はメルセデス・ベンツ製で、通常は２速で発進し、1速はキックダウン時にしか使用
されません。なお、やはり5速MT車は希少で、中古車市場でもなかなか探し出すこと
が難しい様です。残念ながら、日本仕様のカタログは所蔵がありません。因みに、日
本国内では、4速AT仕様で1390万円というプライス・タグがつけられていました。
　新館3Ｆのトヨタ博物館図書室でもご覧いただける、集英社ヤングジャンプコミッ
クス「カウンタック」では、主人公空山舜の恋人候補？早乙女若奈が928GTSの5速
ＭＴモデルを駆っています。

　トヨタ博物館では、1951年式356クーペと、ＧＴＳではありませんが、1987年式
928S4を収蔵しています。

ドイツ本国仕様５速ＭＴモデルの室内。ＤＰ席エアバッグが標準装備された。
スピードメーターは300ｋｍ／ｈまで刻まれる

アルミ合金製V8DOHC32バルブ・エンジンとともに、ボデー同色化された
巨大なリアスポイラーが見てとれる

若干角度が違うが、928S4（左）と比べると、928GTS（右）のリア・フェン
ダーの膨らみがよくわかる

ドイツ本国仕様５速ＭＴモデルの室内。ＤＰ席エアバッグが標準装備された。
スピードメーターは300ｋｍ／ｈまで刻まれる

ワールド・カーガイド １ ポルシェ ネコ・パブリッシング 1993／CAR GRAPHIC LIBRARY 世界の自動
車5 ポルシェ 二玄社 1971／CAR and DRIVER 1992 6-10 ダイヤモンド社／Motor Fan 1992/10 三
栄書房／自動車情報辞典 大車林 三栄書房 2003／ポルシェジャパン公式サイト

【主な参考文献等】



寄贈車情報

トヨペットトラックRK35型（1959･日本）
岐阜トヨタ自動車（株）

8月7日（日）に1989年のオープン以来の来館者が500万人となりました。
500万人目となったお客様は愛知県津島市にお住まいの若松まどかちゃん。この日は
工作教室を目的に、ご両親と弟さんと来館されたそうです。
当社の豊田社長より永久来館可能なパスやLFAの模型がプレゼントされたほか、本館
2階展示車のロールスロイス・シルバーゴーストに乗車しての記念撮影では豊田社長が
運転手役をつとめました。
また、8月9日（火）～31日（水）まで来館者500万人達成感謝イベントを実施。入館料半額や、
ショップ、レストラン、カフェでの割引などで、たくさんのお客様に楽しんでいただきました。

夏休み図書イベント、
ギャラリー展を開催
図書室では７月１６日(土)～９月２５日(日)に
イベント｢しらべて描こう！はたらく自動車｣
を開催しました。子どもたちに図書室に
ある本を読んで、はたらく自動車の絵と
説明を書いてもらい、クルマの知識を深め
てもらいました。
ギャラリーでは「みんなでつくったはたらく
自動車図かん展」で、昨年の作品を展示、
自分の絵を発見してよろこぶお子さんも
いらっしゃいました。

クラシックカーフェスタ
in 神宮外苑のご案内

今年で5回目を迎える東京でのクラシックカーの
イベントです。クラシックカー約100台の公道
パレードや当館所蔵の車両展示等を行います。

予告

昨年の公道パレードの様子

グランプリ作品 「頼むぜ！相棒」 柵木宏幸さん

クラシックカーフェスティバル写真コンテスト

約130点の応募をいただき全作品を展示。記録
写真とは一味ちがう個性にあふれた作品が集
まりました。

夏の工作教室開催
７月１６日（土）～８月２８日（日）の金･土･日･祝
と8月11日(木)～15日(月)に夏休み子ども
工作教室を行いました。ダンボールクラフト
やペットボトルでの工作、木のクルマ作り
など、夏休みの自由研究にぴったりで連日
大勢のお子さまに大人気でした。

11月26日（土）明治神宮外苑聖徳記念絵画館前

展示会：6月24日～7月9日 新館１階

企画展｢ブガッティ・華麗なる軌跡｣へ出品
名東区にあるアウトガレリアルーチェの企画展
「ブガッティ・華麗なる軌跡」へブガッティタイプ
57C（1938年）を出品しました。
開催期間：2011年6月11日（土）～8月28日（日）



毎年恒例のクラシックカーフェスタin神宮外苑を今年も開催いたします。
5回目となる今回も大人気の公道パレード等、盛りだくさんのイベントを企画しますのでご期待下さい。
(菅野  千晴)

博物館カレー（ビーフ）
￥1,050(税込)サラダ付

ミュージアム カフェ ミュージアム ショップ

トヨタ博物館オリジナルマグネット
￥420(税込)　
少し大きめのオリジナルマグネットです。
（縦6cm×横8cm）
【TOYOTA 2000GT】と【TOYOTA 
SPORTS 800】の2種類あります。
ご家庭やオフィスで使ってみてはいかが
でしょうか。

各種ソフトアイス
￥200(税込)
休憩のお供にピッタリ、ボリューム満点の
ソフトアイスはいかがですか？
バニラ・メロン・抹茶・おぐらの４種類
をご用意しました。

みなさまのご利用をお待ちしております！

毎年、神奈川県秦野市で開催されていた日本グランプリが、東海地方でもソープボックスダービーを普及するため当館で実施され
ました。アメリカ本部の公認レース「ストック公式部門」で、愛知、岐阜、三重、静岡、神奈川から25組の親子が参加。松阪市の
西川勉君（小５）が初出場ながら見事優勝！また2位には地元長久手町の 田村京香さん（小３）、3位には瀬戸市の青木匠君
（小４）が入りました。運営には地元のボランティアの方々も数多く参加し、和気あいあいとした雰囲気でみなさんレースを楽しみました。

西川君は日本代表として、7月23日にオハイオ州アクロンで開催されたオールアメリカン・ソープボックスダービー国際大会に
出場しました。

熟練したシェフが試行錯誤を重ねて完成
させたトヨタ博物館名物メニューです。
その他にチキンカレー、野菜カレー、エビフ
ライカレー、ヒレカツカレーがございます。

8歳から14歳までの子どもと親が参加

重力だけで速さを競う

西川君のウィニングラン




